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神様に用いられる人生（出エジプト3:8）
すてきな人、すてきな人生を送ったと言われたときに、どういう人が思い浮かぶでしょうか。自分のやりたいことがあるときに、いま十分な状況が整っていないにもかかわらず、あきらめず一生懸命頑張って、途中、心が折れそうになったり、様々な邪魔が入って来たときでも、めげずにそれを貫いて、結局、世のために貢献できるなにかを作り上げたという人は、すてきな格好いい人ではないかと皆がそう思うでしょう。あるいは、そこまでいかなくても、いま家庭崩壊が世界中で問題になっている中で、家庭をかえりみて、家族をしっかりと養い、家庭の平和を守り、また、そのために与えられた職に最善を尽くしてまじめにコツコツ頑張ることによって周りから認められるようになった、そういう人がすてきな人、また、すてきな人生を歩いていると一般的に言われ評価されているのではないかと思います。それはもちろん必要なことだと思います。けれども、クリスチャンの私たちは、次元がまったく違う、なにがすてきな人、なにがすてきな人生なのか、なにが人生をしっかりうまく生きていくことなのかについて違う答えを持っていないといけないと思います。それらはもちろん必要なことでしょうけれども、私たちはこのように分かっています。
すてきな人生、人生をしっかりうまく生きるとは、神様に用いられる人生ということです。例えば、用いられることが、世の中の目線では下っ端をくぐる場合もあります。でも、どこにいて、どういう仕事をしているのか以前に、その人が神様に用いられる人生を歩いていることによって、私たちは格好いい人生、すてきな人生と言うわけです。その部分に対して、レムナントの時から明確にしていないと、信仰をもって祈りながら頑張りますが、そこら中の人と同じレベルで同じ次元で人生を生きるしかありません。たとえそこで周りから認めるようなところに昇りつめたとしても、それがすてきな人生とは限らないのです。なにをどうするか以前に、神様に用いられる人生こそがすてきな人生であり、それが人生をしっかりとうまく生きるということです。そのように神様に用いられた人が、聖書には多く紹介されていますが、特に旧約のいろいろな人の中で、代表的な人物の一人がモーセです。モーセがどのように神様に用いられるようになったのかということは、皆さんすでにご存知だと思いますが、少し簡単に考えていきたいと思います。

神様は、モーセを用いられて、モーセを働き人にし、神様の栄光を現していたことに間違いありません。それは、言葉を変えますと、神様は、モーセを奇跡の人生へと導かれたとも言えることです。それが用いられるという内容です。モーセはその名前から考えないといけません。モーセという名前は、「水から拾われた」という意味があります。本当は、水に流されて殺されなければいけない運命だったのに、神様の特別な恵みと理由があって、そこから拾い上げられたというのがモーセという名前の意味なのです。つまり、モーセは、名前そのものから神様の理由があって、神様に用いられるということは、理由があるのでそこから拾われた、という意味が込められています。そのあとモーセにいろいろなことがあって、結局、80歳のおじいさんになったときに、ホレブの山というところで柴の木があるのですが、木が燃えているのに焼き尽くされることがないという光景を見て、そこで神様の生きていらっしゃること体験することになります。そのときからモーセは具体的に神様に用いられる人生を歩むようになりました。そこでパロ王の前に出向きます。当時、いまのアメリカの大統領よりものすごい権力を持っている王様です。そのパロ王の前に出向いて、十の災いをもって、つまり、神様の奇跡をもってパロ王を結局はノックダウンさせたわけです。そのようにモーセは、神様の奇跡をもって用いられたわけです。十の奇跡については、後ほど聖書を読んでみてください。すでにご存知の内容だと思いますが、エジプトの霊媒師、魔術師みたいな人たちのしわざをことごとくすべて打ち破って勝利しました。そして、400年以上、奴隷として捕らわれていたイスラエルの民をそこから連れ出して、出エジプトの奇跡の主人公になったわけです。そのあと紅海が目の前にふさがっていたときに、杖を出すことによってその紅海が真っ二つに分かれて、乾いた地のように海の底を歩いて渡ったと記されています。そのような奇跡の主人公がモーセでした。モーセはそのように用いられました。その後も水がないことで皆が文句を言っているときに、モーセがお祈りをささげることによって岩の中から泉がわき起こる奇跡を見るようになりました。それから、お腹がすいて文句を言うときにも、モーセがお祈りをささげることによって、天からマナとウズラが降ってきて、皆がそれを食べて満腹になる奇跡を見ながら荒野を歩くようになりました。ときには、アマレクという部族がイスラエル行く道を邪魔しているときに、アマレクと戦争になりました。そのときに、モーセが山の上に立って手を挙げているときにはイスラエルが勝って、その手が下がってくるとイスラエルが負けるようになりました。それで両側で人がモーセの腕を支えることによってイスラエルが結局は勝ちました。モーセの腕次第によってイスラエルの勝敗が分かれるような奇跡の真ん中にモーセがいたわけです。そして、40年間、荒野を歩くときに、昼間は雲の柱、夜は炎の柱が現れることによってイスラエルの民が安全に荒野を歩くことができました。これ以外にも数多くの奇跡の主人公として、その中心をしっかり歩いてきた者がモーセです。モーセがこのような奇跡の中で神様に用いられるようになりました。

その理由は何でしょうか。なぜモーセがそこまで神様に用いられるようになったのかという理由は、今日、お話ししました聖書の箇所に書いてある内容です。わたしの民をカナン人、ヘテ人……が住んでいるところに上らせるためだとおっしゃっているのですが、そこがカナンの地なのです。イスラエルの民がカナンの地に行かないといけません。それが契約なのです。イスラエルの民をカナンの地に連れて行くという契約とモーセがくっついていたので、モーセは神様に用いられるしかありませんでした。このような奇跡が現れるということは、ある意味で当たり前なのです。カナンに行かないといけないためです。そのカナンに行くということは、モーセが用いられてこのような奇跡の連続によってでもカナンに行かないといけない、そこまで大事なことなのでしょうか。イスラエルの民がカナンの地に入っていかないといけません。それを契約と言います。なぜかと言いますと、そのカナンの地は、キリストが来られるために用意されている地だったからです。つまり、キリストが来られるという約束は必ず成就しなければいけません。キリストは必ず約束通り、契約通り、この世に来られなければいけないわけです。それを絶対的と表現するわけです。イスラエルの民がカナンの地に入っていくということは誰も止められないし、絶対的な神の計画であり、神様の契約なのです。ですから、モーセは用いられるしかないし、モーセが行く一歩一歩の歩みには奇跡がともなわれるようになるしかありません。

また戻って考えてみましょうか。十の災いによってパロ王がそれほど対抗していたのにもかかわらず、なぜノックダウンするようになるしかなかったのでしょうか。カナンに行かないといけないからです。なぜ紅海が分かれる奇跡が現れたのでしょうか。カナンに入らないといけなからです。なぜ岩を叩いたらそこから泉がわき出たのでしょうか。なぜ砂漠の真ん中で泉がわき出て、その泉を飲むようになったのでしょうか。カナンに入らないといけないからです。すべてがカナン、カナン、カナンのためなのです。つまり、来られるキリストのためだったのです。モーセが偉いから、モーセが一生懸命、祈ったからではなくて、モーセが契約を握り、契約のために召されて、その契約と絡むようになったということが、モーセが用いられるようになった理由であり、モーセの人生に見られる奇跡の理由です。神様が、アダムとエバが取り返しのつかない原罪の罪を犯したときに、即座に約束されました。女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕いて、あなたがたが生きる道、あなたがたの救いの道、あなたがたの希望の道をわたしが用意する。女の子孫が生まれてメシヤ、つまり、キリストを送ることによってどうにもならない問題、どんなに頑張っても解決できない人生の問題を神様自ら解決すると約束されたので、そのキリストが来られないと問題は全く解決しません。人生は、地獄の運命から一歩も出ることができないのです。なにがどう変わろうが。成績が上がろうが下がろうが、そういうこととは全く関係ありません。キリストが来られなければいけないわけです。誰かにはキリストが必要で、誰かにはいてもいいけれど、いなくても別にいいじゃないかということではありません。すべての人は罪を犯したので、ひとりも地獄の運命からは逃れられません。例外はありません。どんな人間もどんな時代の文明でも、人生の、この地球の問題を解決することはできないのです。唯一、キリストの他にはありません。そのキリストの約束なので絶対的なのです。そのことを正しく理解すると、モーセがなぜ用いられたのか、モーセの人生に奇跡が現れたというのは、ある意味、当然で当たり前なのだねということが理解できるようになるでしょう。
ここで私たちは改めてキリストが来られなければどうなるのか知る必要があります。もっと分かりやすく申し上げますと、キリストなしではどうなってしまうのでしょうか。どんなに頑張ってもキリストなくしては絶対に幸せなどはありません。キリストなくしては、人間にまことの安らぎと平安は考えられません。キリストがなければ、人生の問題は一点たりとも解決になりません。問題を抱えているまま地獄に行くしかありません。キリストがなければ、人間がどんなに最善を尽くし、努力を重ねていても、人生の問題は解決になりません。人生は変わりません。キリストがなければ滅びの運命、地獄の運命のままなのです。ちっともその運命から出られないし、その運命は動かないものなのです。キリストがなければ、お金を稼いで金持ちになり、どんなに裕福になっていても幸せはそこにはありません。キリストがなければ、どんなに成功を収めたとしても穴だらけのものであり、成功でもなんでもありません。全部、崩れていくものです。キリストがなければ。だから、キリストがなければ絶対そうなのです。残念なのは、クリスチャンの方々もイエス・キリストと言いながらも、この部分が中々理解できていません。なぜキリストがなければ、このようになるしかないのでしょうか。先ほども申し上げましたように、それが地獄の運命というものなのです。つまり、どうにもならない原罪の罪によって地獄とくっついているわけです。そして、そのままであれば、悪魔、サタンの支配下から一歩も出られません。人間は、神様と一緒でなければ本来の人間ではありませんが、神様に会うことができません。キリストがなければ。こういう問題があるので、キリストは絶対的なのです。だから、モーセが偉いからではなくて、キリストは来られることのために紅海も分かれるし、泉も湧き出るようになります。これがモーセの人生であり、モーセが本当に神様に用いられる理由であり、モーセのすてきな人生の本当の理由であれば、信者である私は神様に用いられるしかありません。違いますか。ぜひ皆さんが、イエス様を信じている信者である自分がどんな存在なのかを神のみことばを通して見つけていただきたいと思います。それで心からアーメンと言って認めていただきたいと思います。言葉を変えますと、信者である私は、奇跡の人生が用意されている者です。だれがなのでしょうか。ここに立っている牧師ではなくて、イエスを信じている人であれば誰でもです。モーセは、イスラエルのヒーロー、英雄です。モーセは英雄なので、だから、私は足元にも及ばないと思うかもしれません。それはクリスチャンのいちばん悲しい勘違いです。モーセが神様に用いられたのであれば、言うまでもなく信者であるイエスを信じる自分は神様に用いられるしかないし、自分の人生は奇跡の人生です。これが、神様が喜ばれる信仰告白です。
なぜこのように自信を持って言えるのでしょうか。今日から皆さんが、自分と自分の人生に向かってそのように告白し宣言し叫ぶようにならないと悪魔には勝てません。せっかく神様がそのように用意していらっしゃるのに、過去に傷に捕らわれ引きずって、今現在も人間的な様々な条件などにこだわることによって、さっぱり全部こういうものを投げ捨ててしまうのは何と悲しいことでしょうか。それこそが悲しいことなのです。モーセ以上に、私は神様に用いられる者なのだ。私の人生は奇跡の人生なのだと言えるのでしょうか。モーセが用いられるようになった絶対的な契約、キリストが来られるということは、それほど大事なのでしょうか。その契約が実際に成就しました。そのキリストがこの地に来られたわけです。モーセにとって奇跡の主人公になるしかなかった絶対的な契約が成就したわけです。それでキリストが世に来られて、実際に十字架にかけられて、それから死の力を打ち破ってよみがえられて天に昇られることによってキリストとしてのすべてのわざを完成なさって全部成し遂げられました。その方の名前がイエス様です。そのイエス様は十字架の上でキリストであるイエス様が宣言されました。すべてを完了したと。それから復活なさって天に昇られたわけです。つまり、キリストが実際に世に来られて人間のどうにもならない問題、時代がどう変わろうが、文明がどう発展しようがまったく解決できない悪魔のしわざを打ち砕いて、罪とのろいの運命を解決して神様と出会う道を開いていのちとなられたわけです。それが完璧に成し遂げられました。もう全部終わったわけです。モーセの時の絶対的な契約、キリストが来られる契約は成就して完成になりました。

そのときから新しい契約の時代が始まります。これが絶対です。モーセにとってカナンが絶対的な契約であったように、それが用いられる根拠であったように、イエスがキリストとしてすべてを成し遂げられてからは、新しい契約が始まります。キリストが来られるのではなくて、すべてを成し遂げられたキリストであるイエス様によって本当にすべてが終わったというお証しが、エルサレムからユダヤ、サマリヤ全土、地の果てにまで宣べ伝えられる新しい契約の時代が幕を開けたわけです。つまり、モーセの時の絶対的な契約はカナンの地でした。そのカナンから契約が変わります。カナンから始まって、地の果てにまでという契約なのです。皆さんがイエス様を信じました。そのイエス様が、皆さんの現場からサマリヤ全土、地の果てにまで世界中に広まることが新しい契約なのです。これは絶対的な契約です。それを世界福音化、また、福音宣教というわけです。そこでこの来られましたイエス様、これから世界中に伝えられるようになるどんどん広まっていくイエス様を信じている信者である私は、最初からこの新しい契約のために召された者なのです。最初から。つまり、皆さんがイエス様を信じて救われたそのときから。もっと正確に申し上げると、世界の基が置かれる前から神の計画なのでしょうけれども。イエス様を信じました。救われたとスタートするのでしょうけれども、その時点から皆さんはこの新しい契約、絶対的な契約、世界福音化、福音宣教という契約のために、地の果てにまでにという契約のために召された者なのです。だから、十分に用いられるし、用いられるしかありません。つまり、最初から神様は、この新しい契約に用いられるために皆さんを召されたわけです。皆さんは救われたわけです。まるでモーセがそのまま死んで終るべきだったものが、水から拾われたように、その理由はモーセを通してカナンに連れて行くためです。皆さんにはいろいろなきっかけがあったでしょうけれども、皆さんは、イエス様を救い主キリストとして信じるようになりました。それは信じて問題を解決して心に平安が与えられて心から感謝して良かったというのももちろんあるでしょう。けれども、そのときに気づいていなかったかもしれませんが、そのときから世界福音化と福音宣教という誰も止められない絶対的な契約に用いられることのために召されたのです。そのためにイエスを信じるようにされたのです。最初から。皆さんの外的な条件などと関係ありません。イエスを信じているこの一つの理由によって。それから、世界福音化と福音宣教というのは誰も止められない絶対的な契約なので、皆さんはモーセ以上に用いられるしかないのです。神に愛されるために生まれたのではありません。それは言うまでもないでしょうけれども、神様に用いられるために救われたのです。用いられるために生まれてきたわけです。それが皆さんという存在なのです。エペソ1：18を見ると、神様が私たちを召されたとき、ひとりひとり神の望みを託して召されたと言われています。エペソ2：10には、神がキリストにあって私たちを新しく造り変えたとありますが、存在が変わったという理由は、これから良いことをしてもらうためにと言われています。最初からです。皆さんが頑張るからそうなるのではありません。信じるか信じないかは皆さん次第であって、信じなくても神様は、皆さんがクリスチャンになったときにはこの計画のもとで、最初からモーセのように用いられるために、奇跡の人生を歩んでもらうために皆さんを召されたということを覚えていてください。

だから、クリスチャンに当てる名前がいろいろある中で、よくよく吟味してみてください。世の光。王である祭司。寄留者。そこら中の人間と同じ目的で人生を生きる者ではないということで、寄留者と言っています。そのような内容を全部総合して合わせたものをキリストのからだなる教会といいます。なぜイエス様を信じて救われたクリスチャンに対してこのような言葉が付いているのでしょうか。考えたことがありますか。よく考えてみてください。大体、このような表現しかありません。そのような理由があるので、なにを食べるか飲むかなどを心配してはいけません。別に食べることにこだわることが悪いという意味ではなくて、あなたがたは、そういうことのために生きる存在ではないということです。最初から。私のような人間が用いられるのか。私のような人間に神様の答えなどあるのかと思うかもしれません。今日から、そのような疑いは全部捨てるようにしましょう。昨日もテレビを見ていたら、なにかを疑う人に対して、年をとったら疑い深くなったという表現がありましたが、皆さんは、信仰が成長すればするほど、疑い深いことは全部消さないといけません。神様がなさったことに対してこれっぽっちも疑ってはいけません。何回も強調します。他のことばは使いません。信者である自分が、モーセ以上に神様に用いられるために生きている者です。用いられるしかありません。これに対して、少しも疑わないようにしてください。モーセに使っていた言葉をそっくりそのまま借りてきて、もう少し磨いて使えるわけです。神様は、信者である私を用いられて、神の栄光を現す方なのだ。神様は、信者である私を奇跡の人生へと導かれる方なのだ。皆さん、自分と自分の人生に対して、このような信仰告白と期待を持っていないといけません。
それから、皆さんが最後に確認しないといけないことは、信者である私は十分に用いられる者なのだということです。条件がどうであれ、環境がどうであり、状況がどうであれ、一切関係ありません。なぜなのでしょうか。あなたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。すべてを満たす方によって満たされるキリストのからだなる教会なのだ。あなたがたには、だから、蛇とサソリを踏みつける権威が与えられているし、悪霊を追い出す権威があるし、ヘブル1：14、天使が皆さんに仕えるために造られている者なのだと言われているわけです。だから、皆さんは、人間的な条件、環境、状況などと一切関係ありません。うっかり社会的に影響力のある地位につくことによって神様に用いられると思うのですが、それはそれなりに用いられ、そうでなくても用いられます。そういうことと関係なく、契約さえ握っていれば、元々、用いられるようになっている存在なのです。だから、信じることなのです。分かっているだけでいいのです。期待してください。

明日から、神様は皆さんの人生を用いられます。いまも用いられていらっしゃるのですが、それをエンジョイしなければいけません。用いられるしかないという確信のもとで、自分が伝道できるかできないかということを全部捨てて、伝道に方向を合わせてください。学校に行くのも、職場に行くのも、結婚するのも、引っ越しをするのも、ここに住んでいる理由も、ときには事故に遭うことも、病気になることも、すべてが伝道のためです。伝道のために私の人生をあると、なにかをする以前に方向をそこに合わせて、心を合わせるところからスタートすることです。それだけで十分なのです。なぜでしょうか。皆さんは、そのために、用いられるために召されているからです。中々、信じられないでしょうけれども、これが真実です。信じるか、信じないかの問題です。神様はもうすでにそうなさいました。だから、先ほども申し上げましたように、用いられるのだろうか。自分の人生はどうなるのだろうか。神の祝福と答えなどは本当にあるのだろうか。そういうことは私たちとは関係ないことなので全部捨てて、ただ一つ、イエス様を信じて救われたということは用いられることと一緒です。そして、当然、十分に用いられます。ただ、だからこそ伝道を人生の理由、軸にして、契約として握ってください。そこからスタートです。
元旦礼拝からずっと自分発見のことのために申し上げてきましたが、皆さんはこの内容をしっかり持って、いつもこのように告白して、そのサミットのところに立っていないといけません。私は幸せのもの、幸いな者なのだ。だから、私はこの現場に、世の中になくてはいけない、必要な存在なのだ。そして、十分できる。このことをいつも確認して告白していただきたいと思います。皆さん、イエス様を信じるようになったことを心をお祝いしおめでとうございます。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。私たちにある因果応報的な、あるいは、人を中心にしていろいろ評価して考えるすべてを消してくださり、モーセを中心にして、契約を中心にして、イエス・キリストと伝道を軸にして、自分を正しく理解して、また確信をもって伝道の契約をしっかり握ってそこに方向を合わせることによって、モーセの人生に現れました奇跡が自分のものだということをお証しできるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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